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FD・ 効果的教育方法の提言および事例報告など

Web`&Publishing

一 情報発信 のた めの実践 的 ビジネ スモデル ー

工学部 者5市 工学科  吉川 弘道

1.ま えが き

出版 な どの情報発信 は、大学教員・教官 に とって主要な役割 。大切 な業務の一つ と考 えられ るが、時間的

制約か らなかなか踏み切れ ない、 とい う声をよく聞 く。本報では、「Wcbサ イ ト→ 出版 Jと い う構図 (Wcb

&Publishing)を 、実践射行 とい うか、著者 自身の経験 を交えてお話 しさせていただきたい。

改めて、学術分野/工 学書/教 科書な ど出版 (PubliShing)が 大学人の主要な情報発信であることは論 を待たない。

大学名 の入 つた図書が、書店・Amazon・ 図書館 に並ぶ こと自体が社会への発信手段 となる (異論 もあ りま し

ようが、是 とい うことで始めさせていただきたい )。

このよ うな `伝 統的手法 'に 加 えて、近年、Webサ イ トの開設 /公 開は、情報発信 の有用・有力な手段 となっ

ている。波及効果大、修正追加 が可能、拡散性大、低 コス トな ど、そのメ リッ トは大きい。常套手段 ともな

つているこれ らのツールが、欧米 に比べて大きな後れ をとっていることも残念なことである (我 が国の大学

教官のHPに て、研究室の飲み会やイベ ン トな どが多 くア ップ されているのを見 ると、 日本はこれでいいの

か ? と困惑す ることもしば しば )。 特 に、 ここ数年、ブログ、 sNS、 twittcrを 併用す ると、爆発的に拡散 し、

率直に言 って `使 わない手はない 'と い うのが衆 目の一致す るところである。

さて、 これ ら新 旧の情報伝達・情報発信 (出 版 と Webサ イ ト)は 、当然の事なが ら伝 えたい内容 (コ ンテ

ンツ)は 同一であることが多い。そ こで、本報では、「Wcbサ イ トでの専用 コーナーの開設 → コンテ ンツの

追加 /充 実 → 出版」 とい う構図を、二つの事例 にてお伝 え したい。

2.出 版事例 #1「 鉄筋 コンク リー トの解析 と設計」

最初の事例は、小生の専門分野 (鉄 筋 コンク リー トエ学)に て、伊藤忠テクノソリューシ ョンズ

engineering― cye Web講座 の執筆依頼 を受けた ことが発端である。 これは、一つの章 (10～ 15頁 程度)を 一話

完結 コンテ ンツ として連載す る Web講座である (Web講 座 の トップ画面を画像 1に 示 した )。
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当初、 10章 程度の構成 (目 次)を組み、 3カ 月の予定にて出稿 を終えるべ く kick― o∬ したが、結局 3年 を

費や して しまつた。Web原 稿がある程度蓄積 された段階にて、出版社 に出版企画書を送付 し、最終的に『鉄

筋 コンク リー ト構造物の耐震設計 と地震 リスク解析』 と題 して、丸善出版 よ り平成 20年 2月 に刊行 した (画

像 2)。 Wcb原 稿 を重ねてい くうちに執筆 したい ものが増 え、当初の題 目 `耐震設計 'に加 えて、当時手掛け

た `地震 リスク解析 'も 加 え、 6講 /12章 240ペ ー ジとなって しまった。

ここで一つの教訓は、章毎に完結 した原稿 を準備 し、Web公 開 され ることを前提 に執筆 したことが、後々

の `出 版 に耐 え得 る原稿 'に なっていた よ うな気がす る。 さらには、研究室の卒論生/修 論生 とも連携 して、

分か り易い数値 シ ミュ レーシ ョンの実施 と良質の図表作成 な どが蓄積 された ことも大きい。

画像 2 出版事例 #1

『 鉄筋 コンク リー ト構造物 の耐震設計 と地震 リスク解析』

発行所 :丸 善llt(2008年 2月 発行 )

3.出 版事例 #2「 都市の地震防災」

次の事例は、複数教員による授業 (都 市防災論 )で の講義用資料 を蓄積 /更 新 して、 2年経過 してか ら出版

作業を始めた事例である。当初 2年 間、授業にて講義 ノー トを作成/Wcb公 開 し、次に 4名 にて出版チームを

結成 し、最終的に全 5名 の共著にて出版 に至った。
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画像 3 Web講 座  「耐震設計 と地震 リスク」

当該授業 (都 市防災論)で は、全 15コ マの うち各週の講義 を独立 した 1話 として講義用 ノー トを作成 し、

小生の専用 Web「 地震 に負 けないエンジエア リング講座 耐震設計 と地震 リスクJに ア ップロー ドした (当 初

はパ ワーポイン トで作成 し、その後 ワー ド原稿 も加 えた )。 各週の講義用 ノー トは、授業 日の 1週 間前に PDF

原稿 にてア ップ しているが、受講学生 (概 ね 100名 程度)は その原稿 を事前に出力 し、予習教材 にもなって

いた。ただ し、実際は事前に読んでいる学生は少 ない。講義用 ノー ト (pptま たはワー ド)の 図表 /画像 な ど

は、見ているだけでもそれな りの教育効果はあった、 と信 じたいが。
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画像 4出 版 事 例 #2『都 市 の地震 防災 一地震・耐震・津 波・減 災 を学 ぶ 一』

発刊 :フ ォーラムエイ トパブ リッシング (2013年 4月 発行 )

編著者 :吉川弘道 著者 :5名

4。 整理す ると。…

以上の二つの事例か ら (そ れまでの 3冊 の出版経験 も含 めて )、 良質の Wcbコ ンテ ンツの作成 &公 開、お よ

び学術図書の出版が無事成就す るためのポイ ン トを整理 してみた。

1.い きな り、目次 を設定 して出版原稿 を出稿す るのは至難の業。前後の構成 を考えずに (心配せず に )、

日の前にある 1章 分 を完成 させ ることに注力す る。

2.こ の 1章 分の原稿 は専用 Webの コンテ ンツ として掲載 し、これ を繰 り返す (粛 々 と2～ 3年 かける)。

3.工 学書/理 学書では図 と表が命である。分か り易 く良質の図表 を作成す るため、常 日頃 よ り準備す る。

手書き、パ ソコン、イ ラス ト等々、作図/作 表の対象毎に最適 な手段 を選ぶ。

4.い わゆる `ポ ンチ絵 '(概念図)は極 めて重要で、他分野か らで も情報収集 したい。これは手書きの

方が良い時がある (パ ソコンの作画 ソフ トに頼 ると良い ものが出来ない )。

5.専用 Webコ ーナーにある程度蓄積す ると (50～ 70%程 度 )、 これは、出版社への出版企画書 ともな

る。出版担 当者 として も、原稿実績 を読む ことができ、スムーズな契約 に直結す る (近年、教員が原

稿 を持 ち込んで も、出版 に至 らない ことが多い と聞 く)。

再度、本報は Web(公 開ツールであることが大切)に原稿 を重ね、その後出版 に繋げるとい うこと (Web&

Publishing)を 披露 したが、ある意味単純明快な手立てであろ う (サ ブタイ トル に記 した `ビ ジネスモデル '

とは、過言の謗 りを免れないが )。

司馬遼太郎氏の長編歴史小説『 坂の上の雲』 も、当初は産経新聞での連載 (足掛 け 5年連載)か ら、やが

ては単行本 (初版 6巻 )に 至っている (大家 を例示す ることの暴挙 をお許 し下 さい。 ここでは、歴史に残 る

ロールモデル と考 えれば良いのでは )。 また、昨今の人気漫画家 も、先ずは漫画雑誌 (最近は、無料 ウェブ コ

ミック)に連載 し、 (一 部の超人気作家に限 られ るが)人 気が出た ところで単行本 を発刊 (書籍化)す ると聞

いている。
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